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要 約
本研究の目的は、授業で実施した地域の独居及び夫婦のみ世帯高齢者訪問後の学生の感想文を
分析し、学生が地域における高齢者の生活をどのように捉え、訪問活動を通して何を学んだのか、
また、高齢者の生活に対する思いを明らかにすることである。
独居・夫婦のみ世帯高齢者を訪問後の学生の感想文をデータ化し、SCATの枠組みを参考に
内容の質的分析を行った結果、【つながり】【充実した生活】【今後の不安】【地域の環境】【外出
時の移動手段】の5つのカテゴリーが生成された。【つながり】カテゴリーには、〈家族の存在〉
〈友人との付き合い〉〈近隣住民との良好な関係〉〈助け合う関係〉〈地域の活動・集いへの参
加〉〈つながりの希薄化〉のサブカテゴリー、【充実した生活】には、〈楽しみがある〉〈前向きな
生活〉のサブカテゴリー、【今後の不安】には〈移動手段や体の不安〉〈交友関係の途切れ〉のサ
ブカテゴリー、【地域の環境】カテゴリーには〈自宅の立地条件〉〈住みやすさ〉〈人口減少と高
齢化〉のサブカテゴリー、【外出時の移動手段】には〈交通手段の有無〉〈交通機関の不便さ〉〈バ
スへの乗車が困難な状況〉のサブカテゴリーがそれぞれ抽出された。
学生は今回の訪問活動において、特に高齢者の住民との関係性や交流について関心を寄せてい
た。高齢者は長年同じ地域で生活してきた方が多く、地域住民とのつながりがあり、その関係は
良好であった。地域の中では助け合いが行われており、ゴミ出し等の支援を受けている高齢者が
いた。また、学生は特に独居高齢者に対しネガティブな印象を抱いていたが、高齢者は楽しみを
もち自分のペースで前向きに生活していた。しかし、健康状態が維持できなくなった場合に、地
域における関係性が薄れる可能性があるため、関係性を維持するための態勢づくりを地域で行
なっていく必要性が示された。
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Ⅰ．研究の背景・目的
人口の急激な高齢化は、我が国の大きな問題とされている。2018年4月には、65歳以上の高齢
者数は3，522万9千人、全人口に占める割合は28．3％と報告された1）。高齢化率は今後も上昇する
と見込まれ、2025年には高齢者数3，657万人、高齢化率は30．3％となり、更に2055年には高齢者
数は3，626万人と減少するものの、高齢化率は39．4％に上昇すると推測されている。人口の割合
をみると、特に75歳以上の後期高齢者の全人口に占める割合の増加が見込まれ、2015年に後期高
齢者の人口は1，646万人で全人口に占める割合は13％であったが、2025年には2，179万人で18．1％
となり、さらに2055年には、2，401万人、全人口に占める割合が26．1％と全人口の25％を超える
見込みとされている2）。
また、65歳以上の高齢者のいる世帯が全世帯に占める割合も増えており、2015年の高齢者のい
る世帯数は2，372万4千世帯で、我が国の全世帯の47．1％を占める。しかし、高齢者のいる世帯
の中でも、子どもとの同居の割合は大きく減少している状況である。65歳以上の高齢者の子ども
との同居率をみると、1980年は69％であったが、2015年には39．0％まで減少している。これに伴
い、世帯主が65歳以上の独居世帯及び夫婦のみの世帯は増加し、2025年には我が国の世帯数全体
の25．7％を占めることが予測され、この後も増加が見込まれている。なお、高齢者だけをみてみ
ると、独居世帯又は夫婦のみ世帯の65歳以上の高齢者は、1980年には65歳以上の高齢者のうち28％
を占めているにすぎなかったが、2015年には56．9％まで大幅に増加している3）。
このように我が国では、少子化問題とも相まって世帯構造の変化も著しい状況にあるといえる。
独居・夫婦のみ世帯高齢者が地域で生活を継続していくには、近年、「買い物弱者」、「交通弱者」
等の言葉が生まれたように、生活上の様々な面で困難があり、支援を要する状況にあることが推
測される。
平成24年のみずほ情報総研株式会社が実施した愛知県大府市に居住している在宅独居の75歳以
上の高齢者全数（自立支援高齢者又は要支援高齢者が含まれ、要介護認定を受けた高齢者は含ま
れていない）を対象とした調査『一人暮らし高齢者・高齢者世帯の生活課題とその支援方策に関
する調査研究事業報告書』によると、調査対象高齢者が「困る」「とても困る」と回答したもの
の上位は、家の中の修理・電球の交換・部屋の模様がえ41．7％、自治会活動が34．0％、掃除19．7％、
買い物16．7％、散歩・外出15．0％、食事の準備・調理・後始末14．7％、通院14．2％、ゴミ出し12．0％
であった。このように、若い頃には問題なく行えていたことが、加齢に伴い困難になることが明
らかである4）。
厚生労働省においては、我が国の人口の高齢化に伴う諸問題に対応するために、団塊の世代が
75歳以上の後期高齢者となる2025年までに、高齢者の尊厳の保持と自立した生活支援実現に向け
て、可能な限り住み慣れた地域で、自分らしく生活を継続できるような地域における包括的な支
援・サービス提供体制の構築を推進している5）
このような背景を踏まえ、長崎純心大学では、福祉専門職である社会福祉士の国家試験受験資
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格に必須科目として位置づけられる相談援助演習Ⅳの授業において、地域福祉の理解を深めるこ
とを目的として、大学周辺地域に在住の独居・夫婦のみ世帯高齢者訪問を実施している。この活
動の目的は、学生自身が地域に出向き高齢者宅を訪問することで、地域の状況を知るとともに、
高齢者の生活の実態や思いを理解することにある。高齢者の自宅や周辺地域の様子から生活の在
り様を垣間見ることや、高齢者と直接コミュニケーションを取ることを通して、地域の中で単身
で、または夫婦のみで生活する高齢者が可能な限り住み慣れた地域で自立した生活を継続してい
くために必要な援助について学ぶ機会にしたいと考えた。
本研究では、地域の独居・夫婦のみ世帯高齢者訪問後の学生の感想文を分析し、学生が高齢者
の生活をどのように捉え、何を学んだのか、また、地域で生活する高齢者の思いを整理し明らか
にすることを目的とする。
Ⅱ．独居・夫婦のみ世帯高齢者の訪問活動と訪問地域について
本学は相談援助演習Ⅳの授業において、独居・夫婦のみ世帯高齢者の生活の実情を学び、地域
における高齢者の生活継続のための方策を考えることを通し、地域福祉の理解につなげることを
目的に大学周辺地域の独居・夫婦のみ世帯高齢者訪問活動を行なっている。
学生たちは、高齢者宅訪問前に当該地域の状況を知るために地域を歩き、マッピング作業に取
り組んでいる。そのため、地域の状況を若干ではあるが理解していると思われる。
また、高齢者宅訪問については、学生2～3名1グループとなり、グループごとに訪問を行なっ
た。独居・夫婦のみ世帯高齢者については、各自治会長や民生委員から紹介していただいた。2017
年度は13軒（独居：10軒、夫婦のみ：3軒）、2018年度は11軒（一独居：8軒、夫婦のみ：3軒）
の高齢者宅を訪問した。訪問対象高齢者の年齢は70代～90代前半で介護保険サービスを利用して
いる高齢者はごく一部である。訪問する多くの高齢者が家族や自治会内での支援を受けながらも、
自立した生活を送っている。
Ⅲ．研究方法
本研究では、2017年度、2018年度の相談援助演習Ⅳにおいて独居・夫婦のみ世帯高齢者訪問を
した学生の感想文をデータ化し、内容の質的分析を行なった。調査対象・方法、分析方法は以下
の通りである。
1．調査対象
本学において2017、2018年度の相談援助演習Ⅳを履修し、独居・夫婦のみ世帯高齢者の訪問活
動を行なった学生のうち、感想文を研究のために使用することに承諾を得られた学生65名を対象
とした。
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2．データ収集
高齢者宅を訪問する全ての学生には、訪問後に感想文の提出を求め、これらをデータとし内容
の分析を行なった。
3．倫理的配慮
2017、2018年共に授業の際に本研究の目的と方法について説明を行なった。説明においては、
研究への参加の有無により成績に影響はないこと、途中で辞退することも可能であること、学生、
訪問先高齢者のプライバシーを保護することを説明し、承諾を得た学生の感想文を分析に用いた。
4．分析方法
分析の枠組みは Step for Coding and Theorization（以下、SCAT）を参考に用いた。SCATは、
大谷（2007）が開発した分析方法である。大谷はGlazer と Strauss の Grounded Theory を学び、
初学者が比較的容易に質的分析に取り組めるよう開発された手法が SCATである。その特徴は、
コーディングにある。SCATにおいてはコーディングの際に4つのステップを踏み、コーディ
ングが明確であるとされる。
SCATにおける4ステップ・コーディングとは、言語データをセグメント化し、マトリクス
中に、①テクスト中の注目すべき語句を抜き出し記入する、②前項の語句を言い換えるデータ外
の語句を記入する、③前項を説明するための概念、語句、文字列を記入する、④テーマ・構成概
念を記入する、という以上の4ステップを踏むことである。また、SCATでは、その後に小さ
なストーリー・ライン、理論記述を試みるとされる6）。
今回の記述は、枠組みに SCATを使用したものの、学生の感想文の分量は個人差が大きく、
また、箇条書も多く、更に小さなテキストデータも多かった。そのため、一人ずつの記述を SCAT
の分析方法である短いテキストを言いかえる、概念化する、そしてストーリーラインまで構成す
るということが困難であった。そのため、福士・名郷（2011）、小山（2013）の分析方法を取り
入れた。まず、学生の記述を内容によってセグメント化した（計206セグメント）。さらにこれら
を似通った内容のものでグループ化し、その上で別の言葉に言い換え、概念化していくという
SCATの手順を援用し分析を試みた。
Ⅳ．結果及び考察
学生の感想文を SCATの枠組みを参考に上記の手順で質的分析を行なった結果、【つながり】
【充実した生活】【今後の不安】【地域の環境】【外出時の移動手段】の5つのカテゴリーが生成
された。【つながり】カテゴリーには、〈家族の存在〉〈友人との付き合い〉〈近隣住民との良好な
関係〉〈［助け合う関係〉〈地域の活動・集いへの参加〉〈つながりの希薄化〉の6サブカテゴリー、
【充実した生活】には、〈楽しみがある〉〈前向きな生活〉の2サブカテゴリー、【今後の不安】
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表－1 代表的なテキストデータ
サブカテゴリー 代表的なテキストデータ
つながり
家族の存在 ・ご家族が、お子さん、お孫さん、ひ孫といらっしゃり、たくさんの写真を
飾っていて、ご家族の話をする時がとても楽しそうだった。
・悩み事があったら娘さんに連絡することで安心することができるといった
話を聞き、家族とのつながりの大切さについて考えさせられました。
・情報源はテレビや新聞だけでなく、娘さんや孫から得ていることが分かっ
た。
友人との付き合
い
・〇〇（スーパーの名前）を利用する方が主なようで、友人と買い物の帰り
に出会うこともあり、その時は話に花を咲かせるとのことだった。
・人との関わりが多い方だったので、友人の家に行って話をすることや人と
交流することが生きがいになっているのかなと思いました。
・地域が狭く顔見知りは多いが、昔の友人には会えていない。
近隣住民との良
好な関係
・近隣の方々で互いに声を掛け合い、良い関係形成ができて住みやすい環境
であると思いました。
・高齢者宅を訪問して、よく近隣の方と会話したり、自治会長が訪問したり
で交流が多いことが分かり、少なくとも社会的に孤立していないことが分
かった。
・地域の良さについては、まず近所の仲がよいというところだ。Ａ氏は近隣
住民皆と仲がよいとおっしゃっていた。料理を作りすぎた場合は近隣住民
にわけているという。
助け合う関係 ・ごみ捨てを班でまとめて行うのは感動した。地域の協力だと思った。
・エアコンの掃除をしようと机の上に上った時に、隣の男性が危ないととん
で来て、「何かあったら連絡ください」と電話番号を渡してくれたという
話を聞いて、こういった人の思いやりがあるのは地域の良さだと思った。
地域の活動・
集いへの参加
・周辺の家も同じ時にできた家が多く、近所の人と年齢も合うため、近所付
き合いや公民館等でのイベントに積極的に参加しているという良さがみら
れた。
・「集まるようになってもう17年経つ」と言われていて、長い付き合いがあっ
てちょこちょこ集まれていたら、お互いの安否確認にもなり良いと思った。
・「近くの小学校に招かれ、昔の遊びなどを教えている」ということをおっ
しゃり、地域との交流も多くあるのだと感じた。
には〈移動手段や体の不安〉〈交友関係の途切れ〉の2サブカテゴリー、【地域の環境】カテゴリー
には〈自宅の立地条件〉〈住みやすさ〉〈人口減少と高齢化〉の3サブカテゴリー、【外出時の移
動手段】には〈交通手段の有無〉〈交通機関の不便さ〉〈バスへの乗車が困難な状況〉の3サブカ
テゴリーがそれぞれ抽出された。
抽出されたカテゴリー、サブカテゴリーと代表的なテキストデータを表－1に整理した。なお、
本文中の【 】はカテゴリー、〈 〉はサブカテゴリー、「 」はテキストデータを示している。
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つながりの希薄
化
・特に対象者は足が悪く、転倒を恐れているようであったため、外出があま
りできていない様子で、「近所に住む友人のもとへ行くことも少なくなり
つつある」と話されていた。そのため、孤立が怖いと思った。
・「今は近所づきあいもお互い体が悪くなったため行っていない」とおっ
しゃっていたが、定期的にすることによって高齢者の生きがいになるので
はないかと感じた。
充実した生活
楽しみがある ・訪問してみて、一人暮らしで大変な思いをしているのかなと最初は思って
いたが、会話をしたり聞いたりしていると、「今やりたいことを自由にや
れているから楽しい」と言っているのを聞いて、大変な部分もあるけど楽
しいと思えることの方が多いのかなと思いました。
・趣味もお持ちで毎日が楽しいそうで、高齢者の一人暮らしへの自身の主観
を変える良い機会になってよかった。
・自分で野菜を作り自給自足で健康的な過ごし方をしていると思いました。
前向きな生活 ・メールも覚えたとのことで、これからの生活に対しても明るく考えている
ようだった。
・対象者の方は足腰が悪くなってしまったと話されていたが、自分でできる
ことは行うようにすることや、体操など体を動かすことで、少しでもリハ
ビリになると心がけており、毎日の生活を前向きに過ごされているのだな
と感じた。
・周りの人に助けてもらいながらも自分でご飯を作ったりと、一軒家で一人
で過ごし、いきいきと暮らしているようにうかがえた。
今後の不安
移動手段や体の
不安
・ご自身も言っておられましたが、「今後車やバイクに乗れなくなったら、
病気になったら・・老人ホームに入らなければ。でもこの家はどうしよう
か」と悩まれており、身体が不自由になると買い物や通院が課題となりそ
うでした。
・部屋は小さな造りではあったが、家の中での転倒が一番危険で、すぐ気づ
けるように何か工夫する必要があるのではないかと感じた。
交友関係の途切
れ
・ご本人のお友達も、ご本人と同じ年くらいと考えると、いつからだが弱っ
てもおかしくはない。そうなった時にご本人の交友関係がどれだけ広くて
もどんどん頼れる人がいなくなっていくのではないかと感じた。
地域の環境
自宅の立地条件 ・山を下らなければ、リハビリや病院に行けないため、体力的にもきつく、
交通費もかかることだと感じました。
・バス停から高齢者宅までの道のりの坂が急なところが多く、足の弱い高齢
者は非常に大変なことであると思った。
住みやすさ ・周囲は自然に囲まれていて畑も多く良い所だと思った。
・季節ごとに食べ物や蛍など様々なものが楽しめ、空気・水がよく、世界一
良い所だとおっしゃっていました。
人口減少と高齢
化
・地域の高齢化が進み、以前行っていたイベントもほとんど行わなくなって
しまったそうで、何か町おこしのきっかけがあるといいのではないかと感
じた。
・地域住民同士のつながりはあるようだが、やはり地域自体に若者が少ない
こと、住民がどうしようもない・・となる難しい課題点であると思った。
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外出の移動手段
交通手段の有無 ・私が訪問させていただいた高齢者の方は、車が運転できる方だったので、
交通手段には不便されていないようだった。
・車があるのとないのとでは便利さが違うと思った。
・一番不便なのは、交通手段が車がなくなるとバスとかしかなくなる・・。
交通機関の不便
さ
・交通面では、バスが坂の上まで来ないため、住民の方が買い物をして重い
荷物をもって歩く際など大変ではないかと感じました。
・お話を聞かせていただく中で、やはりバスの本数が少なく不便だというこ
とを話されていました。
バスへの乗車が
困難な状況
・高齢になると足腰が丈夫な人ばかりでないため、バスの乗り降り、利用も
なかなか厳しいものだと気づいた。
・大切な交通手段であるバスを上手に使えていない（バスの段差が大変で学
生も多い）ことは、地域の人々にとって大きな課題だと思った。
本稿では、【つながり】【充実した生活】【今後の不安】カテゴリーに着目し、高齢者の地域生
活における地域住民との関係性に関する事柄について考察していきたい。
1．地域で生活する高齢者の【つながり】
まず、〈家族の存在〉〈友人との付き合い〉〈近隣住民との良好な関係〉〈地域の活動・集いへの
参加〉〈助け合える関係〉〈つながりの希薄化〉のサブカテゴリーから構成される【つながり】カ
テゴリーが抽出された。全体で最もセグメント数が多かったのが、【つながり】カテゴリーであ
り、高齢者の家族や地域等とのつながりに関する内容である。
高齢者にとって〈家族の存在〉は非常に大きく、子どもや孫に対する高齢者の愛情を学生が感
じたことが推察された。高齢者宅から距離がある地域で子ども世帯が生活している場合もあり、
子ども、孫に頻繁には会えない状況ではあるが、高齢者の話や自宅内の様子から、家族の存在が
大きく、孫、曾孫の成長が楽しみであり、高齢者の励みになっていることを学生は感じたようで
ある。また、同市内に子ども世帯が住んでいる場合は、買い物、通院等の送迎や付き添い等の支
援を受けている高齢者の状況が伺えた。
高齢者にとって、〈友人との付き合い〉は、友人宅を訪ねて話をすることや、買い物に出た際
に友人と顔を合わせ話すことなど、人と「話すこと」ができる場、時間であると捉えることがで
きた。一方で、学生の記述から、離れた地域に住む友人には会うことができていないという状況
があることが理解できた。
また、高齢者は〈近隣住民との良好な関係〉をもっていた。【つながり】カテゴリーの中でも、
〈近隣住民との良好な関係〉サブカテゴリーのセグメント数が最も多く、高齢者の話を聞き地域
の住民同士のつながりを感じたという意見が多くみられた。今回訪問した高齢者は地域住民との
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つながりがある方が多く、かつその関係が良好であるということが推察された。「近隣住民と声
を掛け合い良い関係形成ができて、住みやすい環境であると思いました。」という内容のように、
日常生活において、例えば、「料理を作りすぎた場合は近隣住民にわけている」ように、何らか
の関わりを通し長期間かけ近隣住民と良好な関係を構築してきたこと、そして、多くの高齢者が
その関係を現在も維持していることが伺えた。また、先述したように、これらに関する学生の記
述が多かった点から、独居・夫婦のみ世帯高齢者訪問を通し、地域における住民同士のつながり
について新たな気づきや学びができたのではないかと推察される。
〈助け合う関係〉は、前述の〈近隣住民との良好な関係〉と関連している。地域において住民
同士が良好な関係を保持しているからこそ、“助け合う”という意識も芽生えるのではないかと
考える。自治会におけるごみ捨ての協力に関する記述や、「体が思うようにならないことが多く
できないことがあるとおっしゃっていたが、周囲の人たちが助けてくれるため、独居であるがと
ても恵まれていると嬉しそうに話していらっしゃった姿がとても印象的だった」等の記述から、
地域の中で互いに協力し合う住民や、サポートを受けながら地域で生活している高齢者の姿を伺
うことができた。
〈地域の活動・集いへの参加〉について、学生の記述からは、今回訪問した高齢者のうち、外
出できる健康状態である方については、地域の行事、集まりに参加している状況を読み取ること
ができた。自治会ごとに各種活動や集まりの頻度は大きく異なるが、今回訪問した高齢者からは、
老人会の活動が活発であることや、公民館に集まっての体操教室、サロン等に関する話を伺って
きたようである。そして、高齢者の話す様子から、定期的にそれらに参加し地域住民と交流をも
つことが、単調になりがちな高齢者の生活におけるひとつの外出の機会となり、楽しみや刺激と
なっていることを感じたようであり、地域における活動の意義を感じることができたようである。
〈つながりの希薄化〉では、何らかの理由で外出があまりできなくなった高齢者から主に語ら
れた内容が反映されている。日常的に行なってきた近所の付き合いも今はできなくなったと語っ
た高齢者もいたように、年齢と共に起こる身体機能の変化、健康状態の悪化は高齢者の地域との
交流の機会に大きく影響する。地域においてつながりを保持する工夫が必要であると思われた。
2．高齢者の【充実した生活】と学生の印象の変化
学生の感想文の中には、「高齢者宅を訪問してみて、自分の中に少しあったネガティブな印象
がなくなりました」や、「趣味もお持ちで毎日が楽しいそうで、高齢者の一人暮らしの自身の主
観を変える良い機会になってよかった」などの意見がみられた。学生の多くは今回高齢者宅を
訪問するまで、特に独居世帯に対してネガティブな印象を持っていたようである。しかし、実際
に自宅を訪問し高齢者と交流することを通してその印象が大きく変化している。高齢者は学生が
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想像していたよりも〈楽しみがある〉生活、そして〈前向きな生活〉を送っていたということで
はないだろうか。今回訪問させていただいた高齢者は、訪問介護や通所介護等の介護保険サービ
スを利用している高齢者もいたが、心身共に健康を維持した状態の高齢者が主であった。このよ
うな条件が大きく影響していると思われるが、自然豊かな環境の中で近隣住民と野菜を作ったり、
地域の人々と公民館に集ったり、街へ食事に出かけたりしており、自分達と同じように楽しみを
もって生活されていることに対する気づきがあったようである。また、外へ出かけなくても、自
宅でできる手作業などの趣味を持ち、健康で過ごせるよう身体を気遣いながら自分のペースで生
活されている高齢者が多かった。このような姿から学生の独居高齢者のイメージが変化したよう
である。
3．高齢者が抱える【今後の不安】
今回訪問した高齢者は、介護保険の利用や定期的な通院は一部の方にあるもののADL
（Activities of Daily Living：日常生活動作）は自立した方がほとんどであった。しかし、高齢者
の声として、また学生も今回訪問した高齢者の今後の生活に不安を感じたという記述があった。
それは、現在は健康であるため外出が困難ではない、車の運転ができるというものであった。外
に出ていけることは、地域とのつながりは保持されやすいといえるだろう。
高齢者は、〈移動手段や体の不安〉について、「今後車やバイクに乗れなくなったら、病気になっ
たら・・老人ホームに入らなければ。」という記述のように、将来の生活に不安をもっているよ
うであった。学生の記述においても、独居、夫婦のみで生活するという点で、自宅での転倒の危
険に関する記述や、実際に、身体の健康状態に変化が起こった途端、気軽に外出することが困難
になり、地域活動に参加することも減少することが予測される。これらは〈交友関係の途切れ〉
につながる可能性があるのではないだろうか。自由に外出できない状況になると、地域から孤立
しやすい環境となるだろう。このような状況にならないよう、これまで築いてきた助け合える関
係性を活かし、地域住民が意識的に見守りや声掛け等の活動をしていくことが必要ではないだろ
うか。付き合いの形は大きく変化するが、地域における関係が維持できるような住民への働きか
け、その意識と土壌づくりが一つの課題ではないだろうか。
Ⅴ．ま と め
本研究では、独居・夫婦のみ世帯高齢者を訪問した学生が提出した感想文をデータ化し、SCAT
の枠組みを援用し質的分析を行った。
学生が今回の訪問活動でどのような気づきや学びがあったのかという点については若干明らか
になったが、高齢者の生活の様子や思いについては、あくまで学生の視点の記述であるため、高
齢者の実情と差異があると思われる。そのため、高齢者の生活の実態については、別途高齢者に
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対する直接的な調査を実施し確認することが必要であろう。
また、交通の便が悪いこと、商店がないこと、街から離れていること等、不便な面が多い地域
環境であるが、長く当該地域に住み続け、そこに愛着をもち、不便なことがあっても先祖から受
け継いだ土地を大切に守り、工夫しながら生活する姿、またこの土地ならではの自然の恵みやこ
れまで生きてこられたことに感謝の気持ちをもち生活をしている高齢者の姿に触れることができ
たことは、学生にとって貴重な経験であったと考える。高齢者の姿、思いに触れたことで一人ひ
とりの生活は個々に大切にされるべきものであり、地域福祉に関してその重要性に気づかされた
学生もいた。その他、この活動を通して、地域の問題や課題だけに視点を当てるのではなく、視
点を転換し地域の良さを探そうとする姿勢や、当該地域だけではなく学生自身が住んでいる地域
に目を向けたいという意識の芽生えも学生の記述からは確認することができた。このような学生
の学びを次の段階の実践、学びにつなぐことができるような教育が必要であると考える。
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